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まちのわだい

　

囲
碁
愛
好
者
の
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
た
め
そ
う
と
、
86
回

を
迎
え
た
夏
季
囲
碁
大
会
（
大

洲
市
文
化
協
会
長
浜
支
部
主
催
）

が
、
長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開

催
さ
れ
、
愛
好
者
ら
19
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
８
日
に
は
、
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
、

連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
盤
上
で
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

　

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
、
自

分
た
ち
の
手
で
郷
土
の
文
化
を

伝
承
し
て
い
こ
う
と
、
長
浜
中

学
校
の
生
徒
と
教
員
な
ど
20
人

が
青
島
に
出
向
い
て
、
県
指
定

の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
青

島
の
盆
踊
り｣

に
参
加
し
ま
し

た
。

　

「
青
島
の
盆
踊
り
」
は
寛
永
16

（
１
６
３
９
）
年
、
播
州
赤
穂
坂

越
村
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々

に
よ
っ
て
踊
り
継
が
れ
て
お
り
、

８
月
13
日
に
魚
の
供
養
と
大
漁

を
願
う
賑
や
か
な
「
大
漁
踊
り
」、

８
月
14
日
に
は
赤
穂
四
十
七
士

の
装
束
で
一
年
間
の
死
者
の
霊

を
慰
め
る
「
亡
者
踊
り
」
が
踊

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
ら
は
賤
ヶ
岳
七
本
槍
の

勇
壮
優
美
な
衣
装
に
身
を
包
み
、

「
大
漁
踊
り
」
に
参
加
し
、
島
民

や
帰
省
客
と
一
緒
に
踊
り
の
輪

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

島
民
の
高
齢
化
と
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
踊
り
手
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
お
り
、
８
月
14

日
の
「
亡
者
踊
り
」
に
は
、
長

浜
自
治
会
が
参
加
し
て
、
継
承

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

盤
上
の
戦
い

～
夏
季
囲
碁
大
会
～　
　

８／３㈰

高
島
市
か
ら
の
お
客
様

～
よ
う
こ
そ
大
洲
へ 

～　
　

８／４㈪

８／８㈮

▲大洲城などを訪れた参加者

長
浜
中
生
徒
が

「
青
島
の
盆
踊
り
」
に
参
加

８／13㈬

　

中
江
藤
樹
先
生
の
勉
学
の
地

で
あ
る
大
洲
市
と
、
生
誕
の
地

で
あ
る
高
島
市
は
平
成
11
年
か

ら
友
好
都
市
と
し
て
市
民
同
士

や
各
種
団
体
を
通
じ
て
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
高

島
市
が
企
画
し
た
『
市
民
大
洲

の
旅
』
に
参
加
し
た
高
島
市
民

が
大
洲
市
を
訪
れ
、
８
月
４
日

（
月
）
に
藤
樹
先
生
の
足
跡
を
追

っ
て
、
至
徳
堂
や
大
洲
城
な
ど

を
見
学
し
、
大
洲
市
内
を
散
策

し
ま
し
た
。

　

高
島
市
か
ら
大
洲
市
を
訪
れ

た
前
川
さ
ん
は
、「
大
洲
市
を
訪

れ
る
の
は
２
回
目
だ
が
、
子
ど

も
た
ち
が
本
当
に
礼
儀
正
し
い
。

藤
樹
の
教
え
が
浸
透
し
て
い
る

と
感
じ
る
」
と
大
洲
市
を
訪
れ

た
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
８
日（
金
）
に
は

高
島
市
内
の
小
学
生
24
人
が
訪

れ
、
同
じ
く
至
徳
堂
な
ど
藤
樹

先
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る
史
跡
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

▲至徳堂で話を聞く高島市の小学生

▲輪になって踊る長浜中の生徒

▲真剣なまなざし

囲碁Ａ級
順　位 氏　名
優　勝 一色　壮一
準優勝 石田　文男
三　位 久保　好明

囲碁Ｂ級
順　位 氏　名
優　勝 山本　勝延
準優勝 山下　一仁
三　位 浅井　　守

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）
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愛
媛
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
鎮し

め縄
神
楽
が

今
年
も
旧
岩
谷
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
２
時
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
神
楽
の
中
で
、

出
演
者
が
子
ど
も
を
抱
き
上
げ

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
連
れ
の

人
も
大
勢
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

盆
の
舞
い
で
は
、
観
客
が
飛

び
入
り
で
出
演
者
に
教
わ
り
な

お
盆
の
風
物
詩

～
第
26
回
か
わ
べ
ふ
る
さ
と
祭
り
～　
　

８／14㈭

青
い
目
の
大
蛇

～
岩
谷
地
区
で
鎮し

め縄
神
楽
～　
　

８／13㈬

　

毎
年
恒
例
の
「
か
わ
べ
ふ
る

さ
と
祭
り
」
が
、
河
辺
ふ
る

さ
と
公
園
で
開
催
さ
れ
、
約

７
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

祭
り
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
始

ま
り
、
揚
野
バ
ン
リ
コ
メ
デ
ィ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
は
、

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

納
涼
盆
踊
り
大
会
で
は
、
河
辺

町
民
か
ら
帰
省
客
ま
で
総
勢

２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
輪

に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。
愛
媛

県
出
身
の
山
本
智
子
歌
謡
シ
ョ

ー
で
は
、
プ
ロ
の
歌
声
に
う
っ

と
り
し
、
祭
り
を
締
め
く
く
る

花
火
大
会
で
は
、
山
あ
い
に
こ

だ
ま
す
る
迫
力
満
点
の
花
火
の

音
と
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
夜
市
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

地
元
の
各
種
団
体
が
多
数
出
店

し
、
祭
り
を
一
段
と
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
来
場
者
の
中
に
は
、

が
ら
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
た
盆
を

落
と
さ
な
い
よ
う
に
舞
う
の
で

す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
よ
う

で
思
い
通
り
に
操
れ
ず
お
盆
を

落
と
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
笑

い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
台
上
空
に
は
青
い

目
を
光
ら
せ
た
大
蛇
が
夜
の
闇

を
切
り
裂
い
て
登
場
し
観
客
を

見
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

お
盆
の
帰
省
客
も
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ふ
る
さ
と

で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

～
肱
川
流
域
一
斉
清
掃
～　
　

８／23㈯

▲上空で舞う青い目の大蛇▲みんなで輪になって河辺音頭

　

河
川
環
境
保
全
の
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

肱
川
緑
地
公
園
、
長
浜
赤
橋
周

辺
の
ほ
か
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
、

道
の
駅
「
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
」

周
辺
の
河
川
な
ど
市
内
の
４
カ

所
と
、
伊
予
市
、
西
予
市
、
内

子
町
、
砥
部
町
の
合
わ
せ
て
計

８
カ
所
で
、
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。〔
主
催

：

肱
川
流
域

清
流
保
全
推
進
協
議
会
（
会
長

　

大
森
隆
雄
大
洲

市
長
）〕

　

こ
の
日
３
市
２

町
の
８
カ
所
の
会

場
に
参
加
し
た
の

は
、
む
ぎ
わ
ら
帽

子
や
手
ぬ
ぐ
い
な

ど
思
い
思
い
に
暑

さ
対
策
を
し
た

２
５
６
人
。
午
前

９
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
に
集
合
す

る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
空
き
缶
な

ど
を
分
別
し
な
が

ら
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

８
月
29
日（
金
）
か
ら
始
ま
る

「
い
も
た
き
」
の
会
場
と
な
る
大

洲
城
下
の
河
川
敷
で
は
、
観
光

客
や
地
元
の
み
な
さ
ん
に
、
秋

の
風
物
詩
「
元
祖
大
洲
の
い
も

た
き
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
１
０
２
人
が
参
加
し
汗
を

流
し
ま
し
た
。

▲長浜赤橋付近で清掃をする参加者
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事業名 実施日 受付時間 場　所 該当者 対　象 持参品

４か月児健康診査 10月７日㈫

午後１時～
　　　１時30分

大洲市保健センター

平成20年５月生まれ

市 内 全 域

母子健康手帳・アンケート・バスタオル

10か月児育児相談 10月14日㈫ 平成19年12月生まれ 母子健康手帳・アンケート・バスタオル

１歳６か月児健康診査 10月21日㈫ 平成19年３月生まれ 母子健康手帳・アンケート・歯ブラシ

３歳児健康診査 10月28日㈫ 平成17年９月生まれ 母子健康手帳・アンケート・歯ブラシ

保健センター情報大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）

長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
河辺保健センター　☎39-2111（河辺地域）

10月の各種検診（健診）
　（乳幼児関係）

（特定健診・後期高齢者健診）

実施場所 実施日 内容・受付時間 年齢区分（健診料金）

三 善 連 絡 所 10月２日㈭
【特定健診】　
◎対象者：40～74歳の大洲市国民健康保険加入者
● 必ず持参する物：国民健康保険証・事前に送付されている受診

券・質問票
◎ 内容：身体計測・血圧測定・ 尿検査（糖・蛋白）・血液検査【中

性脂肪・ＨＤＬコレステロール・ＬＤＬコレステロール・肝機
能（ＧＯＴ・ＧＰＴ・γーＧＴＰ）・ＨｂＡ１ｃ】

【後期高齢者健診】
◎対象者：75才以上の人
　なお、生活習慣病（糖尿病・高血圧・心臓病など）で既に医師
の管理下で治療中の人は、必ずしも健診を受ける必要はありませ
ん。
●必ず持参する物：後期高齢者医療被保険者証
◎内容：特定健診と同じですが、腹囲測定はありません

○40～69歳　　　　1,000円

○70～74歳　　　　　500円

○75歳以上　　　　　無料

○ 一定の障害のある65歳以上

の人　　　　　　　無料

長浜保健センター

10月22日㈬

10月23日㈭

10月24日㈮

※特定健診の該当者の人（40～74歳）には受診券等を送付致します。後期高齢者健診の該当者の人（75歳以上）には受診券等を送付致しませんので、日程を見てお越しください。

自
賠
責
保
険
・
共
済

の
有
効
期
限
は
切
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

松
山
自
動
車
道

　
夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、

万
一
の
自
動
車
事
故
の
際

の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の

自
動
車
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
）
自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
特
に
、
車
検
制
度

の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
、

有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
賠
責
制
度
の

詳
し
い
内
容
は
、

h
ttp://w

w
w
.jib
ai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
伊
予
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
Ｉ
Ｃ
間

　
（
３
夜
間
）

　
規
制
日
時

：

10
月
６
日（
月
）

７
日（
火
）・
８
日（
水
）

午
後
９
時
〜
翌
午
前
６
時

　

 【
予
備
日
】
10
月
９
日（
木
）・
10

日（
金
）

迂
回
路

：

国
道
56
号

■�

大
洲
北
只
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ

Ｃ
間
（
１
夜
間
）

　

規
制
日
時

：

10
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

 

午
後
10
時
〜翌午

前
６
時

　

【
予
備
日
】
10
月
16
日（
木
）

迂
回
路

：

国
道
56
号

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

西
日
本
高
速
道
路
㈱

　

四
国
支
社
松
山
管
理
事
務
所

　

☎
０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
１

※ 

高
速
道
路
ご
利
用
の
お
客
様
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

 　

な
お
、
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
お
よ
び

各
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
な
ど
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
「h

ttp://w
w
w
.

w
-n
w
x
co.co.jp

」

実施場所 実施日 内容・受付時間 検診項目（検診料金）

柳 沢 連 絡 所 10月３日㈮

対　象　者：40歳以上の男女
　　　　　〔年齢基準は年度末（Ｈ21．３．31）です〕 
　　　　　（ ただし、前立腺は50歳以上、肝炎ウイルスは40歳、子宮

がんは20歳以上、結核は65歳以上）
受付時間：８:30～10:30（胃・大腸・前立腺・肝炎・肺・結核検診）
　　　　　13:00～13:30（子宮がん検診）、13:00～15:30（乳がん検診）
櫛生福祉センターは胃・大腸・前立腺・肝炎・肺・結核検診のみで、婦人がんはありません

・胃がん検診　　　　（1,200円） 
・大腸がん検診　　　（　600円） 
・前立腺がん検診　　（2,100円）
・肝炎ウイルス検査　（　700円） 
・肺がん検診　　　　（　300円） 
・乳がん検診　　　　（1,200円） 
・子宮がん検診　　　（1,000円）
・70歳以上　　　　　（無料）

櫛 生 福 祉 セ ン タ ー 10月15日㈬
農村活性化センター 10月27日㈪

大洲市保健センター

10月22日㈬
10月23日㈭
10月28日㈫
10月29日㈬
10月30日㈭

＊今年度から検診申し込みは実施しておりません。受診希望の人は、問診票や大腸がん検診容器を検診場所に置いておき
ますので事前に取りに来てください。　　
　検診日までに取りに来られない人は、検診当日会場にて問診票をご記入ください。また大腸がん検診容器を検診当日お
渡し、後日回収日に持参する方法もあります。

　(成人関係）
がん検診

保健センター情報


	表紙・行政改革実施状況　ほか
	防災マニュアル・肱川の竹・木無料配布　ほか
	『キオスク端末』のご案内・市有地売却のお知らせ・藤樹まつり　ほか
	松井家住宅が国の登録有形文化財に・お知らせ　ほか
	まちのわだい・保健センター情報
	相談ごと案内・くらしの情報　ほか



